
病院図書館２００１；２１(2)：53-56

画小特集文献入手のいろ。

相互貸借の現状

Ｉ．はじめに

「利用者の必要とする資料を提供すること｡」

図書館が誕生してから、現在に至るまで変わる

ことなく続くサービスだと思います｡最近では、

資料は必ずしも紙を媒体としているわけではな

いので、むしろ“情報”と言い換えた方がよい

のかもしれません。利用者が求める情報を全て

自館に収集し、提供することができるのであれ

ば、相互貸借は存在しないでしょう。

今回は、大阪医科大学図書館（以下当館）を

含めた大学図書館や、病院図書室で行われてい

る相互貸借について述べたいと思います。

Ⅱ、相互貸借とNACSlS-ILL

相互貸借（InterLibraryLoan）は、文字通

り資料の図書館間貸借のことで、日本医学図書

館協会（以下JMLA）が1927年に設立されたと

きも事業の核となるものでした''o

NACSIS-ILLは周知のとおり、国立情報学研

究所（NII）の提供する図書館間相互貸借サー

ビスです。2000年度は、参加機関が833館で、

複写依頼件数は、988,457件にも上り、機関

数・依頼数共に年々増加傾向にあります21．当

館は2000年７月より参加しておりますが、全体

的に相互貸借業務を、効率よく迅速に行えるよ

うになったと思います。ただ、ＪＭＬＡや病院図

書室間の相互貸借とは異なり、館種をこえた

様々な機関から複写依頼が来るため、受付側の

むらかみきみこ：大阪医科大学図香館
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負担は増えています。

当館では医学系以外の大学からの依頼が増え

る傾向にあり、当分この状況は、続くと予想さ

れます。ただし、ＪＭＬＡの加盟館がシステムに

参加していることも多く、NACSIS-ILL経由の

受付増が、全体的な受付件数の増加につながる

とも限らないように思います。

現在、病院図書室はNACSIS-ILLのシステム

に参加できないところが多いようです｡これは、

｢国立情報学研究所目録所在情報サービス利用

細則」３１の定める規定を満たしにくいことによ

ると思われます。また、参加できたとしても、

学術雑誌総合目録の作成協力や、病院図書室の

ネットワーク以外からの文献複写受付などは、

マンパワーの乏しい病院図書室にとってかなり

負担となるはずです。残念ながら、現行の規則

が緩和される方向に動かない限り、小規模な病

院図書室の参加は難しいでしょう。

Ⅲ．雑誌の受け入れと資料の廃棄

それでは、現在国内の大学図書館にはどのく

らいの種類の雑誌が存在しているのでしょう

か。ＪＭＬＡの1999年度の統計４１では、カレント

受け入れ雑誌の平均は、加盟館ｌ館あたり、

1,074種類で、全所蔵種類は、減少傾向にあり

ます（図ｌ）◎その理由として、図書館予算に

おける資料費の伸び悩みや削減、雑誌価格（特

に洋雑誌）の値上がりが考えられます。

また、保存スペースが手狭になれば、利用の

少ない資料が、廃棄の対象になってしまうこと

もあります。中には、国内に所蔵の少ないもの
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Ⅳ、相互貸借とセンター館制度

このように、ｌ館だけで収集できる資料の種

類はやはり限られています｡センター館制度は、

特定館が盗料の収集を集中的に行うことによっ
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が含まれる可能性もあります。当館でも、今年

洋雑誌の廃棄を行いました。教室へのアンケー

トを行うなど、検討を重ねた結果、今回の廃棄

で8,300冊の洋雑誌が除籍されました。この中

には、英語以外の雑誌も、含まれています。

９１８ 1９９９

図１．カレント雑誌の種類：ＪＭＬＡ加盟館統計より作図
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て、重複収集をさけ、経済的効率を図る5】ため

にあります。日本の国立大学附属図書館の外国

雑誌センター館制度は複数の館によって主題を

分散させる方式がとられており、収集の中心と

なる館はセンター館と、サブセンター館で構成

されています。医学・生物学系のセンター館は、

大阪大学附属図書館生命科学分館◎サブセンタ

ー館は、東北大学附属図書館医学分館と、九州

大学附属図書館医学分館です。

センター館は、共同利用センターとしての機
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図２．相互貸借の推移：ＪＭＬＡ加盟館統計より作図
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能を持つ一方で、所属大学の「附属図書館」と

しての役割をもっています6)◎豊富な資料を所

蔵するため、相互貸借の依頼は低い水準で押さ

えられていますが、受付件数は飛び抜けて多い

のが特徴です（図２)。

しかし、頼みの綱であるセンター館も資料購

入点数が減少していると聞きます。特に、１９９７

年版は約1,600誌も購入を中止し、翌年には約

500誌を中止したため、購入点数は、最高時の

半分近くに減少したそうです７１．これは、ＪＭ‐

ＬＡ加盟館１つが、まるまる消えてしまったの

と同じくらいの点数です。

Ｖ･相互貸借と病院図書室

当館では、職員１名ずつで、相互貸借の依頼、

受付に対応しています。他館への文献複写依頼

については、減少傾向にあります（図２）。こ

れは、電子ジャーナルの導入と、その利用が浸

透してきたことによる影響が大きいと考えられ

ます。また、他館からの文献複写の受付件数も、

減少傾向にありましたが、昨年（2000年）は一

昨年より、２割程度増加しています。これは当

館が、NACSIS-ILLに参加したことによるもの

と思われますが、今後の様子を見てみないとわ

かりません。また2000年の病院図書室からの依

Ｑ１ 病院図書室からの依頼の割合（およその件数）

１ 25％以下 ７

２ 25％から半数ぐらい ５

３ 70％以上 ０

４ お断りしている １

Q2・病院へ相互貸借を依頼する割合

１ 年数回ほど ６

２ 月数回ほど ０

３ 週数回ほど ０

４ 毎日のように ０

５ 依頼したことはない ８
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頼は、受付件数全体の３割程度です。

病院図書室との相互貸借を他館がどう考えて

いるのか知るため、簡単なアンケートを行いま

したので、ここではその結果（図３）をもとに、

病院図書室との相互貸借について述べたいと思

います。

アンケートは、ＪＭＬＡ近畿地区加盟館15館に

送信させていただき、回答をいただいたのは当

館を含め１４館でした。

「病院図書室からの依頼で困っている点」と

いう質問に対する回答の中で、「所蔵事項の確

認が不完全である」という項目の選択率が高い

のは、大学の附属図書館と違って、調べるため

のツールが充実していないからでしょうか。

｢所蔵館の確認が不完全｣、「ＪＭＬＡと違う形式

の申込用紙で送られてくる｣､｢書誌事項の不備」

などは、以前から指摘されている点繍'ですが、

依然として比較的高い割合でみられます｡また、

その他の意見として、「料金の決済方法を簡単

にしてもらいたい｣、「NIIのNACSIS-ILLシス

テムによらない相互協力は負担である｣、「"相

互貸借”とはいうものの、一部の病院図書室に

おいては、依頼と受付のバランスを欠いている

ように感じる｣、「一度に大量の文献複写を申し

込んでくる館がまれにある｣、「受付先が不明確

3.病院図書館からの依頼に対してどう思う

１ 加盟館でないので受付ける必要なし １

２ 疑問に感じるが受付けている ３

３ 特に何も感じない ２

４ 加盟館であろうとなかろうとすすんで受付ける ７

５ その他の意見 ２

病院図聾宝からの依頼で、困っていること(複数回答

１ 喪誌事項が不完全 ５

２ 所蔵事項が不完全 ７

３ 申込用紙がまちまち ５

４ 複写料金の支払いが速やかでない ４

５ その他の意見 ３

※JMLA近鐙地区加盟館15館へ４月下旬に依頼、うち14館より回答をいただきました。

図３．ＪＭＬＡ近畿地区加盟館へ依頼したアンケートの結果

－５５－
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である｣、「病院図書室として担当者がおられな

いとき困る｣、「申込書・通知書の中に受付日・

受付番号を入れる柵がない」などが挙げられま

した。料金の決済方法など、簡単に解決できな

い問題もありますが、反面次のような基本的マ

ナー９１を守るということで、ほとんどの問題は

改善できると思います。

１．所蔵館の確認は、FAXでの受付をしてい

るかどうかも含めて、事前に必ず行う。

２．書誌事項はできるだけ正確に。論題が不明

なときは、「何に関する論文か」等、わかる

範囲で詳しく記入する。

３．申込用紙は所定のものを使用する。速達等

送付方法は、書誌事項記入棚に表記する。

４．特定館に集中させない。特にセンター館は、

申込件数が非常に多いため、複数の館が所蔵

している資料の申し込みは避ける。

５．複写料金は、指定された方法で迅速に行

う。

Ⅵ．まとめにかえて

相互貸借の受付業務に費やす割合が増えすぎ

れば､その他のサービスへしわ寄せがいきます。

不完全な文献依頼は、受付館の負担となるばか

りか、謝絶や、文献の到着が遅れる原因ともな

ります。双方の業務をスムーズにするには、最

低限のマナーを守ることが大切です。

FAXからWebを利用したものへ、冊子体がオ

ンラインジャーナルに変化するなど、図書館を

めぐる環境も変わりつつあります。このような

流れの中、相互貸借のありかたも、変わらなけ

－５６－

れぱならないのかもしれません。しかし、方法

が変化しようとも、利用者が希望する情報の入

手経路を絶たないようにすることが、お互いに

大切です。
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